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（成果情報名）ＤＮＡマーカーを用いた豚の新育種技術の開発

金華豚×デュロック種家系において、と体長、背腰長、脂肪標準色（Ｐ［要約］

ＦＣＳ）などの産肉形質及び肉質に関与するＱＴＬが第１、４、７染色体上に検出

「背腰長Ⅱ」について、 が検出された領された。選抜形質として産肉性を示す ＱＴＬ

域の近傍のマーカー遺伝子型をもとにして、マーカーアシスト選抜（ＭＡＳ）を行

い、金華型及びデュロック型のマーカーを持つ個体をそれぞれ♂2頭、♀3頭ずつ選抜

した。

（実施機関・部名）神奈川県畜産研究所 畜産工学部 連絡先 046-238-4056

［背景・ねらい］

本課題では、食味性に優れる金華豚と肥育豚の肉質に最も影響を及ぼすデュロック種に

よる家系を用いて、高精度連鎖地図に基づくＤＮＡマーカーを活用し、産肉性及び豚肉品

質等についてマーカーアシスト選抜（ＭＡＳ）法の実用化のための情報を得ることを目的

とする。

［成果の内容・特徴］

１ ＭＡＳに用いるＦ２を88頭生産し、68頭離乳させた（表１）。

ＱＴＬ解析の結果、と体長、背腰長などの産肉形質に関与するＱＴＬが第１、４、７２

染色体上に検出された。これらのＱＴＬは、相加効果が優性効果より大きな値を示し、マ

ーカーを用いた育種に有用であると考えられる。また、脂肪標準色のＰＦＣＳに関与する

ＱＴＬが第7染色体に検出された。（表２、図１）

３ 産肉性を示す「背腰長Ⅱ」を選抜形質とし、 が検出された領域の近傍マーカーＱＴＬ

遺伝子型をもとにして、68頭の中から選抜個体を決定した。マーカーをもとに選んだ個体

はデュロック型、金華型それぞれの遺伝子型で♂2頭、♀3頭ずつ、表３のとおりであった。

［成果の活用面・留意点］

ＭＡＳ選抜の有用性を検討するために本研究を行っているものであり、今後、選抜され

た個体どうしを交配させ、得られたＦ３の表現型を調査する。その結果から、本育種手法

の有用性が評価されるものである。



［具体的データ］

表１ ＭＡＳ法の選抜に用いるＦ２生産状況

表２ ゲノムワイドの1％および5％有意水準(**:1%、*:5%)で検出されたＱＴＬ

形質名 ＱＴＬ検出位置 寄与率 相加効果、優性効果 近傍マーカー( )
と体長 SSC4 (62.3) 0.186 (1.404, 0.639) SW839

**

と体長 SSC7 (93.4) 0.127 (1.547, 0.952) SW252
*

背腰長Ⅰ SSC7 (99.4) 0.136 (1.683, 0.922) SW252
**

背腰長Ⅱ SSC1 (127.6) 0.159 (1.408, 1.036) SW705
**

背腰長Ⅱ SSC4 (62.3) 0.118 (1.047,-0.967) SW839
*

背腰長Ⅱ SSC7 (96.4) 0.137 (1.469, 0.423) SW252
**

椎骨数 SSC1 (126.6) 0.224 (0.562, 0.185) SW705
**

椎骨数 SSC7 (97.4) 0.362 (0.736, 0.183) SW252
**

脂肪色ＰＦＣＳ SSC7 (7.0) 0.148 (0.053,-0.353) SWR1343
*

第７染色体上のＱＴＬ解析状況図１

表３ 背腰長Ⅱに関連するマーカーによって選抜されたＦ２個体

注：（ ）内は予備豚
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JD3102 × JD2002 H14.10.13 14 14 13
JD4102 × JD2002 H14.10.4 16 16 9
JD5102 × JD2002 H14.11.5 9 9 8
JD2102 × JD4002 H14.10.6 11 11 7
JD3105 × JD4002 H14.11.7 14 12 11
JD5105 × JD4002 H14.11.10 12 12 11
JD6102 × JD4002 H14.10.5 12 12 9

88 86 68

離乳頭数

合　計

交　配 総産子数 生存産子数分娩年月日

性別
♂ 9351 9416 （9374，9397） 9411 9368 （9346，9372）
♀ 9401 9415 9385 （9369，9392） 9396 9403 9424 （9390，9391，400）

デュロック型 金華型


